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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第165期

第１四半期
連結累計期間

第166期
第１四半期
連結累計期間

第165期

会計期間
自　2022年４月１日
至　2022年６月30日

自　2023年４月１日
至　2023年６月30日

自　2022年４月１日
至　2023年３月31日

売上高 (百万円) 9,965 10,041 43,324

経常利益 (百万円) 1,402 768 4,211

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
(百万円) 664 369 2,223

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,460 2,027 3,699

純資産額 (百万円) 48,880 52,523 49,897

総資産額 (百万円) 68,317 75,373 72,051

１株当たり四半期（当期）純利益 (円) 83.94 46.63 280.65

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
(円) － － －

自己資本比率 (％) 61.6 58.5 59.5

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 218 2,713 1,058

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △1,233 △222 △7,036

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 831 △321 2,288

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
(百万円) 10,392 10,426 6,708

（注１）当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

記載しておりません。

（注２）四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、

四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

（注３）潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が

存在しないため、記載しておりません。

（注４）当社は前連結会計年度より、「株式給付信託（J-ESOP）」を導入しており、株式会社日本カストディ銀行

（信託Ｅ口）が所有する当社株式を「１株当たり四半期（当期）純利益」の算定上、期中平均株式数の計算に

おいて控除する自己株式に含めております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。なお、当第１四半期連結累計期間より重要性が増したため、REXCEL CO.,LTD.を

連結の範囲に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、コロナ禍からの回復等により緩やかな回復基調と

なりました。一方、エネルギー価格の高騰継続や円安の進展を含めた世界的な金融引き締めの影響など、

依然として先行き不透明な状況は継続しております。

 

このような情勢下、当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比76百万円増（0.8％増）の

10,041百万円になりました。

損益面では、営業利益は、前年同期比664百万円減（66.3％減）の337百万円となりました。

また、経常利益は、前年同期比633百万円減（45.2％減）の768百万円、

親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比294百万円減（44.4％減）の369百万円となりました。

 

当第１四半期連結累計期間の各セグメントの概況は次のとおりであります。

 

〔機能性色素セグメント〕

イメージング材料事業は、プリンター向け材料の需要が海外を中心に低迷しており、大幅な減収となりました。

色素材料事業は、アルミ着色用染料のスマートフォン向けを中心に販売が減少しましたが、

繊維向け染料の海外での需要が回復し、また、天然色素において食品向けに加え、

工業製品での採用等により増加し、前年同期並みとなりました。

有機EL材料事業は、当社の子会社におけるPCR診断キット用材料の、アフターコロナでの需要の大幅減少が

見られましたが、スマートフォン向けを中心とするディスプレイ分野において、

有機EL材料の需要が引き続き増加し、有機EL材料事業全体としては大幅な増収となりました。

以上の結果、当セグメントの売上高は、前年同期比446百万円増（11.1％増）の4,487百万円となりました。

 

〔機能性樹脂セグメント〕

建築材料事業は、材料販売を中心に、前年同期並みとなりました。

一方、特殊化学品事業は、医薬向け及び剥離剤向け等が低調に推移し、また、樹脂材料事業においても、

海外向けを主とするウレタン材料の在庫調整の影響を受け、大幅な減収となりました。

以上の結果、当セグメントの売上高は、前年同期比540百万円減（21.6％減）の1,962百万円となりました。

 

〔基礎化学品セグメント〕

過酸化水素は数量減に対し価格転嫁を進めたことで前年同期並みに推移し、

過炭酸ナトリウムの需要取り込みにより、増収となりました。

以上の結果、当セグメントの売上高は、前年同期比117百万円増（6.7％増）の1,871百万円となりました。

 

〔アグロサイエンスセグメント〕

家庭園芸及び農耕地向け除草剤の需要好調等により大幅な増収となりました。

以上の結果、当セグメントの売上高は、前年同期比147百万円増（12.9％増）の1,292百万円となりました。

 

〔物流関連セグメント〕

輸出貨物の取り扱いにおいて、中国等での景気減速により大幅な減収となりました。

以上の結果、当セグメントの売上高は、前年同期比122百万円減（23.9％減）の388百万円となりました。
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（２）財政状態の状況

当第１四半期連結会計期間末(６月末)における資産合計は、75,373百万円となり、

前連結会計年度末（３月末)比3,322百万円の増加となりました。

主な増減要因は、現金及び預金の増加2,955百万円、有形固定資産の増加2,252百万円、

長期貸付金の減少1,231百万円等であります。

負債合計は、22,849百万円となり、前連結会計年度末比695百万円の増加となりました。

主な増減要因は、支払手形及び買掛金の増加225百万円、未払法人税等の増加117百万円等であります。

純資産合計は、52,523百万円となり、前連結会計年度末比2,626百万円の増加となりました。

主な増減要因は、非支配株主持分の増加1,349百万円、為替換算調整勘定の増加666百万円、

その他有価証券評価差額金の増加328百万円、利益剰余金の増加242百万円等であります。

以上の結果、自己資本比率は58.5％となり、前連結会計年度末の59.5％から1.0ポイント減少しました。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は10,426百万円となり、前連結会計年度末に比べ、

3,717百万円増加いたしました。（前年同期比33百万円増）

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、棚卸資産の増加308百万円、引当金の減少238百万円があったものの、

売上債権の減少2,222百万円、税金等調整前四半期純利益760百万円等により、

2,713百万円の収入となりました。（前年同期は218百万円の収入）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の払戻による収入1,078百万円があった一方、

有形及び無形固定資産の取得による支出1,175百万円等により、222百万円の支出となりました。

（前年同期は1,233百万円の支出）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出231百万円等により、

321百万円の支出となりました。（前年同期は831百万円の収入）

なお、REXCEL CO.,LTD.を連結の範囲に含めたことにより、現金及び現金同等物は

1,280百万円増加しております。

 

（４）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの

状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

（５）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について

重要な変更はありません。

 

（６）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題について

重要な変更はありません。

 

（７）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、1,124百万円であります。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年６月30日）

提出日現在発行数（株）
　（2023年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,413,726 8,413,726
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数は100株

であります。

計 8,413,726 8,413,726 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2023年４月１日～

2023年６月30日
－ 8,413,726 － 11,196 － 7,093

 

（５）【大株主の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の大株主の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

直前の基準日である2023年３月31日の株主名簿により、記載しております。

 

①【発行済株式】

    2023年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－
株主として権利内容に

制限のない標準となる株式普通株式 409,600

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,943,300 79,433 同上

単元未満株式 普通株式 60,826 － 同上

発行済株式総数  8,413,726 － －

総株主の議決権  － 79,433 －

 

②【自己株式等】

    2023年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

保土谷化学工業株式会社

東京都港区東新橋

一丁目９番２号
409,600 － 409,600 4.87

計 － 409,600 － 409,600 4.87

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」

（平成19年内閣府令第64号。以下、「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を

作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、

第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）及び

第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、

太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,487 13,442

受取手形、売掛金及び契約資産 12,982 10,983

商品及び製品 7,707 7,706

仕掛品 1,412 1,874

原材料及び貯蔵品 2,905 2,925

その他 1,155 1,413

貸倒引当金 △54 △37

流動資産合計 36,596 38,308

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,276 7,014

土地 11,712 11,727

その他（純額） 5,740 7,240

有形固定資産合計 23,729 25,982

無形固定資産   

のれん 32 31

ソフトウエア 171 200

その他 37 174

無形固定資産合計 241 407

投資その他の資産   

投資有価証券 8,524 8,738

長期貸付金 1,341 109

繰延税金資産 211 301

その他 1,425 1,543

貸倒引当金 △18 △17

投資その他の資産合計 11,483 10,675

固定資産合計 35,454 37,065

資産合計 72,051 75,373
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,600 4,825

短期借入金 5,289 5,253

短期社債 － 54

未払法人税等 330 448

引当金 565 339

契約負債 14 3

その他 2,172 2,758

流動負債合計 12,972 13,683

固定負債   

長期借入金 5,232 5,036

引当金 － 8

繰延税金負債 1,638 1,773

再評価に係る繰延税金負債 1,228 1,228

退職給付に係る負債 81 84

資産除去債務 81 103

その他 918 930

固定負債合計 9,181 9,165

負債合計 22,153 22,849

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,196 11,196

資本剰余金 7,943 7,939

利益剰余金 18,612 18,854

自己株式 △1,640 △1,597

株主資本合計 36,111 36,393

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,544 2,872

土地再評価差額金 2,784 2,784

為替換算調整勘定 1,395 2,061

その他の包括利益累計額合計 6,723 7,718

非支配株主持分 7,061 8,411

純資産合計 49,897 52,523

負債純資産合計 72,051 75,373
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

売上高 9,965 10,041

売上原価 5,904 6,577

売上総利益 4,060 3,463

販売費及び一般管理費 3,059 3,126

営業利益 1,001 337

営業外収益   

受取利息 18 46

受取配当金 168 155

固定資産賃貸料 14 14

為替差益 209 227

雑収入 18 32

営業外収益合計 429 475

営業外費用   

支払利息 11 19

環境関連整備費 13 18

雑損失 3 6

営業外費用合計 28 43

経常利益 1,402 768

特別利益   

固定資産売却益 3 0

特別利益合計 3 0

特別損失   

固定資産除却損 2 8

本社移転費用 18 －

特別損失合計 21 8

税金等調整前四半期純利益 1,384 760

法人税等 417 228

四半期純利益 966 532

非支配株主に帰属する四半期純利益 302 162

親会社株主に帰属する四半期純利益 664 369
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

四半期純利益 966 532

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △69 328

為替換算調整勘定 563 1,167

その他の包括利益合計 493 1,495

四半期包括利益 1,460 2,027

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 931 1,364

非支配株主に係る四半期包括利益 528 663
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,384 760

減価償却費 418 523

のれん償却額 3 3

引当金の増減額（△は減少） △268 △238

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 3 3

受取利息及び受取配当金 △186 △201

支払利息 11 19

為替差損益（△は益） △8 △28

有形固定資産除却損 2 8

有形固定資産売却損益（△は益） △3 △0

売上債権の増減額（△は増加） 860 2,222

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,218 △308

仕入債務の増減額（△は減少） △84 117

その他の資産・負債の増減額 △94 60

未払消費税等の増減額（△は減少） 5 △17

その他 △4 △115

小計 819 2,808

利息及び配当金の受取額 185 187

利息の支払額 △10 △21

法人税等の支払額 △775 △261

営業活動によるキャッシュ・フロー 218 2,713

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,038 △105

定期預金の払戻による収入 517 1,078

有形及び無形固定資産の取得による支出 △670 △1,175

有形固定資産の除却による支出 △2 △0

有形及び無形固定資産の売却による収入 5 0

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

貸付けによる支出 △18 △16

貸付金の回収による収入 12 8

差入保証金の差入による支出 △39 △31

差入保証金の回収による収入 2 20

その他 － △0

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,233 △222
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  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,105 －

長期借入金の返済による支出 △231 △231

配当金の支払額 － △0

非支配株主への配当金の支払額 △10 △54

自己株式の取得による支出 △0 △0

リース債務の返済による支出 △31 △34

財務活動によるキャッシュ・フロー 831 △321

現金及び現金同等物に係る換算差額 210 268

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 27 2,437

現金及び現金同等物の期首残高 10,365 6,708

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減

額（△は減少）
－ 1,280

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 10,392 ※１ 10,426
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

当第１四半期連結会計期間よりREXCEL CO.,LTD.は重要性が増したため、連結の範囲に含めております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に

見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性が欠く結果となる場合には、

法定実効税率を使用する方法によっております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

 

（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

株式給付信託（J-ESOP）

当社は、株価及び業績向上への従業員の意欲や士気を高めるため、従業員に対して自社の株式を給付する

インセンティブプラン「株式給付信託（J-ESOP）」を導入しております。

 

①取引の概要

本制度は、予め当社が定めた株式給付規程に基づき、一定の要件を満たした当社の従業員に対し

当社株式を給付する仕組みです。

当社は従業員に対し、毎年利益に関して一定の条件を満たした場合の利益水準に応じてポイントを付与し、

退職時に当該付与ポイントに相当する当社株式を給付します。

従業員に対し給付する株式は、予め信託設定した金額により将来分も含め取得し、

信託財産として分別管理するものとします。

 

②信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く）により純資産の部に

自己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度264百万円、

80,000株、当第１四半期連結会計期間264百万円、80,000株であります。

 

 

（取締役等に対する業績連動型式報酬制度）

業績連動型株式報酬（BBT）

当社は、2023年６月27日開催の第165回定時株主総会決議に基づき、取締役（社外取締役及び監査等委員である

取締役を除きます。）及び執行役員（以下「取締役等」といいます。）に対する新たな中長期業績連動報酬とし

て業績連動型株式報酬制度「（BBT（＝Board Benefit Trust）」（以下、「本制度」といいます。）を導入して

おります。

 

①取引の概要

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託（以下、本制度に基づき設定される信託を「本信

託」といいます。）を通じて取得され、取締役等に対して、当社が定める役員株式給付規程に従って、当社株

式が本信託を通じて給付される業績連動型株式報酬制度です。なお、取締役等が当社株式の給付を受ける時期

は、原則として取締役等の退任時となります。

 

②信託に残存する自社の株式

信託に残存する自社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株式

として計上する予定です。
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（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

連結子会社以外の会社等の借入金について、次のとおり保証を行っております。

取引先 保証内容
前連結会計年度

（2023年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2023年６月30日）

　共同過酸化水素㈱ 　　　 銀行借入 200百万円 200百万円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は

下記のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2023年４月１日
至 2023年６月30日）

　現金及び預金勘定 11,522百万円 13,442百万円

　預入期間が３か月を超える定期預金 △1,130 △3,016

　現金及び現金同等物 10,392 10,426

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

　配当に関する事項

　配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

2022年５月16日

取締役会
普通株式 利益剰余金 237 30 2022年３月31日 2022年６月27日

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

　配当に関する事項

　配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

2023年５月15日

取締役会
普通株式 利益剰余金 260 32.50 2023年３月31日 2023年６月28日

（注）配当金の総額には、株式給付信託制度（J-ESOP）に基づき、株式会社日本カストディ銀行が保有する当社株式に

対する配当金2百万円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

         （単位：百万円）

 報告セグメント

その他 合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

 
機能性
色素

機能性
樹脂

基礎
化学品

アグロ
サイエンス

物流関連 計

売上高           

(1)外部顧客に　

対する売上高
4,040 2,502 1,753 1,144 510 9,952 12 9,965 － 9,965

(2)セグメント間

の内部売上高

又は振替高

65 47 51 － 404 569 44 614 △614 －

計 4,106 2,550 1,805 1,144 914 10,521 57 10,579 △614 9,965

セグメント利益

又は損失（△）
714 107 △56 154 83 1,003 △2 1,001 △0 1,001

（注1）各セグメントの主な製品

(1)機能性色素・・・・・トナー用電荷制御剤、有機光導電体材料、有機EL材料、

PCR診断キット用材料、各種染料等

(2)機能性樹脂・・・・・ウレタン原料、接着剤、剥離剤、

  ウレタン系各種建築・土木用材料、防水・止水工事、

  医薬・樹脂材料・電子材料用の各種中間体

(3)基礎化学品・・・・・過酸化水素及び誘導品、その他工業用基礎原料

(4)アグロサイエンス・・除草剤、殺虫剤、酸素供給剤

(5)物流関連・・・・・・倉庫業、貨物運送取扱業、ISOタンクコンテナ保管事業

（注2）「その他」は、報告セグメントに含まれない区分であり、研究受託業務等であります。

（注3）セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

（注4）セグメント利益又は損失（△）の調整額△0百万円は、セグメント間取引消去であります。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

         （単位：百万円）

 報告セグメント

その他 合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

 
機能性
色素

機能性
樹脂

基礎
化学品

アグロ
サイエンス

物流関連 計

売上高           

(1)外部顧客に　

対する売上高
4,487 1,962 1,871 1,292 388 10,002 39 10,041 － 10,041

(2)セグメント間

の内部売上高

又は振替高

86 48 37 － 357 530 37 568 △568 －

計 4,574 2,010 1,909 1,292 746 10,532 77 10,610 △568 10,041

セグメント利益

又は損失（△）
250 △43 16 66 47 337 0 338 △0 337

（注1）各セグメントの主な製品

(1)機能性色素・・・・・トナー用電荷制御剤、有機光導電体材料、有機EL材料、

PCR診断キット用材料、各種染料等

(2)機能性樹脂・・・・・ウレタン原料、接着剤、剥離剤、

  ウレタン系各種建築・土木用材料、防水・止水工事、

  医薬・樹脂材料・電子材料用の各種中間体

(3)基礎化学品・・・・・過酸化水素及び誘導品、その他工業用基礎原料

(4)アグロサイエンス・・除草剤、殺虫剤、酸素供給剤

(5)物流関連・・・・・・倉庫業、貨物運送取扱業、ISOタンクコンテナ保管事業

（注2）「その他」は、報告セグメントに含まれない区分であり、研究受託業務等であります。

（注3）セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

（注4）セグメント利益又は損失（△）の調整額△0百万円は、セグメント間取引消去であります。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

（単位：百万円）

 

報告セグメント  

その他 合計
機能性
色素

機能性
樹脂

基礎
化学品

アグロ
サイエンス

物流関連 合計

日本 396 1,362 1,751 1,143 510 5,164 12 5,176

韓国 2,263 7 － 1 － 2,272 － 2,272

中国 1,173 86 2 － － 1,262 － 1,262

その他アジア 87 144 － － － 232 － 232

北アメリカ 96 262 － － － 359 － 359

ヨーロッパ 22 637 － － － 660 － 660

その他 － 1 － － － 1 － 1

顧客との契約から
生じる収益 4,040 2,502 1,753 1,144 510 9,952 12 9,965

その他の収益 － － － － － － － －

外部顧客への売上高 4,040 2,502 1,753 1,144 510 9,952 12 9,965

（注1）各セグメントの主な製品

(1)機能性色素・・・・・トナー用電荷制御剤、有機光導電体材料、有機EL材料、

PCR診断キット用材料、各種染料等

(2)機能性樹脂・・・・・ウレタン原料、接着剤、剥離剤、

  ウレタン系各種建築・土木用材料、防水・止水工事、

  医薬・樹脂材料・電子材料用の各種中間体

(3)基礎化学品・・・・・過酸化水素及び誘導品、その他工業用基礎原料

(4)アグロサイエンス・・除草剤、殺虫剤、酸素供給剤

(5)物流関連・・・・・・倉庫業、貨物運送取扱業、ISOタンクコンテナ保管事業

（注2）「その他」は、報告セグメントに含まれない区分であり、研究受託業務等であります。

 

EDINET提出書類

保土谷化学工業株式会社(E00809)

四半期報告書

18/24



当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

（単位：百万円）

 

報告セグメント  

その他 合計
機能性
色素

機能性
樹脂

基礎
化学品

アグロ
サイエンス

物流関連 合計

日本 691 1,170 1,868 1,292 388 5,411 39 5,451

韓国 2,635 － － － － 2,635 － 2,635

中国 969 125 3 － － 1,098 － 1,098

その他アジア 86 121 － － － 208 － 208

北アメリカ 93 304 － － － 397 － 397

ヨーロッパ 9 237 － － － 247 － 247

その他 － 2 － － － 2 － 2

顧客との契約から
生じる収益 4,487 1,962 1,871 1,292 388 10,002 39 10,041

その他の収益 － － － － － － － －

外部顧客への売上高 4,487 1,962 1,871 1,292 388 10,002 39 10,041

（注1）各セグメントの主な製品

(1)機能性色素・・・・・トナー用電荷制御剤、有機光導電体材料、有機EL材料、

PCR診断キット用材料、各種染料等

(2)機能性樹脂・・・・・ウレタン原料、接着剤、剥離剤、

  ウレタン系各種建築・土木用材料、防水・止水工事、

  医薬・樹脂材料・電子材料用の各種中間体

(3)基礎化学品・・・・・過酸化水素及び誘導品、その他工業用基礎原料

(4)アグロサイエンス・・除草剤、殺虫剤、酸素供給剤

(5)物流関連・・・・・・倉庫業、貨物運送取扱業、ISOタンクコンテナ保管事業

（注2）「その他」は、報告セグメントに含まれない区分であり、研究受託業務等であります。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年６月30日）

１株当たり四半期純利益 83円94銭 46円63銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 664 369

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（百万円）
664 369

普通株式の期中平均株式数（株） 7,917,621 7,930,533

（注１）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、

記載しておりません。

（注２）当社は、取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び執行役員を対象とした、

株式報酬制度を導入しております。

（注３）当社は、従業員を対象とした株式給付信託（J-ESOP）を導入しております。

株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益の算定

上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

（当第１四半期連結会計期間末80,000株）

 

 

 

（重要な後発事象）

（取締役等に対する業績連動型株式報酬制度の導入に伴う第三者割当による自己株式の処分）

当社は、2023年８月10日の取締役会において、「株式給付信託（BBT=Board Benefit Trust)」（以下

「本制度」といいます。）の導入に伴う第三者割当による自己株式の処分（以下「本自己株式処分」といいま

す。）を決議いたしました。

 

１.処分の概要

（1）処分期日 2023年９月１日

（2）処分する株式の種類及び数 普通株式123,000株

（3）処分価額 １株につき3,310円

（4）処分総額 407,130,000円

（5）処分予定先 株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）

（6）その他
本自己株式処分については、金融商品取引

法による有価証券届出書

 

２.処分の目的及び理由

当社は、2023年５月15日付で本制度の導入を公表し、その後、2023年６月27日開催の第165回定時株主総会

において、決議されました。

本自己株式処分は、本制度の運営に当たって当社株式の保有及び処分を行うため、株式会社日本カスト

ディ銀行（本制度に関してみずほ信託銀行株式会社と締結する信託契約に基づいて設定される信託の受託

者たるみずほ信託銀行株式会社から再受託を受ける再信託受託者）に設定される信託Ｅ口に対し、第三者

割当により自己株式を処分するものであります。
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２【その他】

　第165期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）期末配当については、

 2023年５月15日開催の取締役会において、2023年３月31日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、

 次のとおり期末配当を行うことを決議いたしました。

 ①　配当金の総額　260百万円

 ②　１株当たりの金額　32.5円

 ③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　2023年６月28日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 
 

2023年８月10日

保土谷化学工業株式会社

取　締　役　会　御中

 
太陽有限責任監査法人

東京事務所
 
 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 本　間　洋　一　　㊞

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 山　口　昌　良　　㊞

 
 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている保土谷化学工業

株式会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、保土谷化学工業株式会社及び連結子会社の2023年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

 

EDINET提出書類

保土谷化学工業株式会社(E00809)

四半期報告書

23/24



四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

  (注１) 上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

  (注２) XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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